
 

 

 

 

 

 

 

１１月も後半になり、冷え込むようになりました。寒暖の差が激しく、本格的な冬の訪れを感じま

す。さて、近年では WISC-IV（ウィスク４）の後継として新しく WISC-V（ウィスク５）が導入されま

した。新しい検査の数値からは、お子さんの得意な部分と苦手な部分がより明確に分かるほか、つま

ずきの原因を捉えながらお子さんにとってよりよい支援の手掛かりを得ることができます。１０月

に日本臨床発達心理士の大六先生による「WISC-V の検査結果と発達支援実践」についての専門家指

導が教員対象で行われましたので、自宅でもできる支援方法をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇12 月の予定 

令和６年１１月２８日  

特別支援教室 学級通信  

（わかたけルーム）  

１１月号  

練馬区立八坂小学校  

校長 野尻 哲也 

・１２月４日（水）八坂小学芸会リハーサルのため、八坂小・豊渓小とも指導なし 

・１２月９日（月）八坂小振替休業日のためお休み 

・１２月１０日（火）泉新小個人面談のため 午後指導なし 

・１２月１１日（水）八坂小個人面談のため 午後指導なし 

・１２月２０日（金）２学期わかたけ指導終了 

～自宅でできる支援方法～ 

＜忘れ物対策、片づけ＞ 

 ・最近自分が忘れたものを自覚する。（自覚がないときはヒントを出して思い出させる。） 

 ・横から見えるように物は立てて置く。 

 ・見えるように片づける。（透明な袋やかご、扉を外す） 

＜ワーキングメモリ＞ 

 ・口頭指示を復唱（今伝えたことは何かな？もう 1度言えるかな？）、授業の復習で〇×クイズ 

＜集中力の維持や共同注意＞ 

 ・タイマーやカウントダウンなどで時間を計測、記録し、作業を少しずつ速くする練習をする。 

 ・周りの人の行動を意識し、他者に合わせる練習をする。（「はぁ」っていうゲームなど） 

＜読み書き＞ 

 ・ひらがなやカタカナ五十音を流暢に読んだり書いたりできるように練習する。 

 ・文節を区切る練習をする。 

＜言語の理解力、説明力＞ 

 ・絵を見て短文づくり（「この絵は何をしているところ？」と聞いて答える） 

 ・会話やカードゲーム等を通して語彙を増やしたり熟語の理解を促したりする。 

  （PC サイト：ちびむすドリル「反対言葉」「様子を表す言葉」等） 

 

 


